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令和７年度（２０２５年度）第３回東海市教育ひとづくり審議会会議録 

 

１ 開催日時    令和７年（２０２５年）９月２５日（木） 

開会  午後２時 

閉会  午後２時３０分 

２ 開催場所    東海市立商工センター 多目的ホール 

３ 出席委員（敬称略） 

千 頭   聡    前 田   治 

中 根 良 太    鈴 木   幸 

峯 神 亜由美    山 元 勝 之 

荒 木   映    細 貝 純 子 

森 藤 真 言    岡 田 光 史  

小 島 利 和    松 井 友 子 

南   茂 憲    深 谷 佳 代 

鎌 田 陽 世    長 田 富 枝 

加 藤 幸 子  

以上  １７名 

 

欠席委員（敬称略） 

          山 崎 文 宏    近 藤 正 明 

有 我 美 鈴     

以上   ３名 

 

４ 事務局出席者 

教育長                  鈴 村 俊 二 

教育部長                 小 島 久 和 

芸術劇場館長兼芸術総監督         安 江 正 也 

学校教育課長               桜 井 正 志 

学校教育課統括主幹            加 古 尚 毅 

学校教育課主任指導主事          越 智 真 剛 
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学校教育課指導主事            池 田 森太郎 

学校教育課指導主事             橋 民 子 

教員研修センター所長           和 田 英 也 

学校教育課（教員研修センター）指導主事  是 枝 享 子 

学校給食センター所長           正 城 彰 一 

社会教育課長               永 井 伸 明 

社会教育課統括主幹            佐々木 三千代 

社会教育課統括主幹             原 知 里 

スポーツ課長               伊 藤 孝 英 

中央図書館長               内 山 香 織 

管理課長                 中 島 達 也 

文化芸術課長               阿 部 吉 晋 

学校教育課統括主任            神 野 敬 士 

学校教育課主任              永 井 敦 子 

 

５ 議  題  別紙次第のとおり 

６ 会  議  公開 

７ 傍 聴 人  ０人 

８ 会議内容 

事務局（学校教育課統括主任）：皆様、こんにちは。大変お忙しい中、お集まりいた

だきまして、ありがとうございます。ただ今から、令和７年度第３回東海市教

育ひとづくり審議会を開催いたします。なお、この審議会は、一般公開の会議

となっておりますので、あらかじめ御了承願います。資料は事前に郵送させて

いただいております。本日資料をお持ちでない方はいらっしゃいませんか。 

    会議に先立ちまして、委員１名の交代がございましたのでここで御案内を

させていただきます。前委員の酒井清明様について、所属団体の役員の変更に

伴い、８月末で解嘱し、９月１日より新たに山元勝之様を委嘱いたしました。

山元委員どうぞよろしくお願いします。 

なお、本日、山崎文宏委員、近藤正明委員、有我美鈴委員から、欠席の連絡

をいただいております。 
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 また、本日の審議会開催に当たり、委員総数２０名に対し、出席は１７名で、

東海市教育ひとづくり審議会条例第６条第３項に定める開催要件の半数を満

たしていることを御報告いたします。 

 

（次第１ 教育長あいさつ） 

事務局（学校教育課統括主任）：それでは次第に沿って進めさせていただきます。は

じめに、鈴村教育長から皆様に御挨拶を申し上げます。 

 

（教育長からの挨拶） 

 

事務局（学校教育課統括主任）：ありがとうございました。 

 

（次第２ 会長あいさつ） 

事務局（学校教育課統括主任）：続きまして、千頭会長から御挨拶をお願いいたしま

す。 

 

（会長からの挨拶） 

 

事務局（学校教育課統括主任）：ありがとうございました。これ以降の会議進行は、

会長により進めていただきます。 

 

（次第３ 委員からの報告） 

千頭会長：審議事項に入る前に、前回の審議会以降、協議会等に出席された委員の方

で報告事項のある方はお願いいたします。 

 

千頭会長：ないようですので、次に進ませていただきます。 

 

（次第４ 審議事項  教育に関する事務の点検・評価について） 

千頭会長：それでは、４の議事に入ります。 

審議事項 「令和８年度（２０２６年度）社会教育活動団体の補助金につ
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いて」を議題といたします。 

この議題は社会教育法第１３条において、地方公共団体が社会教育関係団

体に対し補助金を交付しようとする場合には、社会教育委員の意見を聴いて

行わなければならないとされています。このため、補助の目的や補助対象事項

等について、社会教育委員を兼ねている皆さんに確認していただくことがこ

の意見徴収の趣旨です。 

では、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局 説明） 

 

千頭会長：御質問・御意見がありましたらお願いします。 

 

小島委員： 総じて、どの事業も昨年度の予算とほぼ同額です。本当にこれで良いの

でしょうか。現時点では、まだ十分精査していなので、この数字を出さざるを

得ないと認識していますが、新しく９月からジュニアクラブが始まり、これま

では学校の先生が部活を指導されていたのが、休日は地域の指導者がそれを

受け持っているというものが進められています。９月からスタートし、現時点

で３年生を除く１、２年生の部活に所属している１，４１６名うち、９月から

の休日に、スポーツクラブ東海が主催するジュニアクラブに参加している人

が３８１人、率にしますと２７％、３割に満たない数字です。なぜそうなった

かというと、いろんな要因がございます。受け皿として十分であったのかスポ

ーツクラブとしても反省しなければならない点と、学校をまたいで他の場所

で活動を続けるということが本当に良いのかという点です。   

さらに、スポーツ振興のため、それからジュニア世代のスポーツ人口を減ら

さないためにも、この２７％という数字を今後上げていかなければならない

と認識しています。ということは、ますますジュニアクラブを拡充していく必

要性があります。そういう観点からすると、来年度予算が１，０００万円とい

う数字が記載されておりますが、これまでやっていなかった場所で新たにジ

ュニアクラブを立ち上げる等、いろんなことで費用が必要となってくると思

います。今後スポーツクラブ東海としては、細かく精査し、必要な経費はいく
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らなのか計算し、またその折には１，０００万上限ではなくプラスアルファを

御協力いただければと思います。 

 

千頭会長：現段階ではご意見をいただいたということでよろしいでしょうか。 

 

事務局（スポーツ課長）：ご意見ありがとうございます。現在、地域展開の講師謝礼

や保険の金額等を積算している段階で、実際は報告をいただいて１００％以

内で補助していきたいと考えています。マックス１，０００万円で記載してお

りますが、地域展開していく中で、足りないとなってくれば、増額していこう

と考えておりますのでよろしくお願いします。 

 

千頭会長：他はよろしいでしょうか。 

 

前田委員：中学校の部活動地域移行は大きな改革だったと思っていて、教育長をトッ

プとした推進委員会で検討し、今立ち上がっているわけですが、先日テレビで

も報道もされており、非常にありがたいと思っています。微力ながら関わらせ

ていただいてるので、来年度の予算について、予算枠があることも、編成の苦

労も十分承知の上で話をすると、競技部の方々からはもう少し環境の整備を

計画的にしてもらわないと、このままでは子どもが安全に活動できない、と言

われています。学校の施設なので、スポーツ課か学校教育課か分かりませんが、

子どもに保険はかけているけれど、安全に充実した活動ができることが大事

だと思っています。東海市の将来を担う人づくりなので、是非環境の整備につ

いては、考えておいていただきたいと思います。 

 

千頭会長：ありがとうございました。他はいかがでしょうか。御質問・御意見があり

ましたらお願いします。 

      

岡田委員：今、物価が上がっているという問題がありますが、大体予算的には前年度

と同額というものが多いのですが、今後情勢を見て増額される可能性はある

のでしょうか。特に文化協会は来年度知多の芸能大会が東海市開催というこ
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とで、特別に予算を増額していただく予定となっておりますが、物価の上昇と

いうことで、増額の余地があるのでしょうか。 

 

教育部長：現段階では、補助金の限度額ということで、例年通り示させていただきま

した。ただ、まだ市全体の予算要求の指示書が示されておりません。物価上昇

は市全体にも関わってきますので、そういった中で、変更等はしていきたいと

考えております。 

 

千頭会長： 現段階ではこのようになります。他はいかがでしょうか。 

 

教育長：小島委員、前田委員より御意見いただいた部活動の地域展開ですが、現在ス   

ポーツクラブにお願いしているジュニアクラブ、吹奏楽地域クラブは、合わせ   

て３割の子どもたちが参加しているのは最初の挨拶で述べさせていただいた

通りです。アンケートを見ると、３割の子どもたちの他に、２割位は既に硬式

野球、サッカー、スイミング、ピアノ等に取り組んでおり、そちらにさらに力

を入れたいという子どもたちです。残り５割のうち、約２割は学習にとにかく

力を入れたい子どもたち、あとの３割は今後考えていきたいということで、こ

の３割の子どもたちがご指摘をいただいたように、スポーツにしても文化活

動にしても、子どもたちにとって有意義な活動ができるように、バックアップ

していきたいと考えています。中学校部活動の地域展開は始まったばかりで、

今後整備していかなければならない様々なこともありますので、御意見をい

ただきながら、出来る限りたくさんの予算をつけていきたいと考えています。 

地域展開の話をすると、先生たちが楽をするために休日の部活動をやらな

い、と言われます。そういう面も確かにありますが、私が特に皆様に御承知置

きいただきたいのは、教員は今まで部活動を行っていた時間を、さらに今まで

よりもっと良い授業の準備に充てるということです。従いまして、子どもたち

が毎日の学校生活の中で一番多くの時間を費やしている授業というものが、

今後東海市においてはもっといいもの、子どもたちにとって分かる授業、楽し

い授業になってまいりますので、ご期待いただければと思います。 
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千頭会長：世界的に見ると、今までのように部活動を学校の先生たちで見ていたとい   

う国もあまりないのではないでしょうか。基本的には地域で、というところが

多いです。でもそれには人材の確保も含めて、地域側がそういう気持ちになら

ないといけません。今までは学校にお任せ、というのがあったと思うので、今

後は地域全体の子どもとして捉えて、どうしていくか大人が問われていると

思います。どんなところで誰がどうしたらいいのかというのは、私も課題だと

思っています。 

 

小島委員：数年後には平日も部活動が地域展開されることが決まっています。我々の    

若い頃は部活で汗を流し、先輩後輩の関係等、教育的意義を非常に感じたわけ   

ですが、学校の中でもそれに代わるスポーツや文化活動を継続していくこと

が重要なことだと思います。他の習い事や塾等取り組むことはあると思いま

すが、広く考えて中学生の居場所づくり、例えば公民館の中で、今はどちらか

というとシニアクラブの年配の方が利用していますが、そういった中にも中

学生の参加できるサークルや教室等を今から準備していかなればいけないと

思います。一番いけないのは何もしなくて、青少年の非行がどんどん増えるこ

とです。早めに先を見据えた手を打っていただくようお願いしたいと思いま

す。 

 

千頭会長：ありがとうございました。他はいかがでしょうか。 

 

森藤委員：先ほど地域展開の話がありましたが、高等学校ではそこまでの具体的な話   

がなく、今の部活動の形が当面は続くという状況です。中学校では既に他の市  

町も含めて地域展開に部活を置いている状況で、横須賀高校としても、東海市 

の今後の状況は非常に注目というか期待をしています。 

高等学校からしても、部活動の充実はどの学校でも特色づくりとして重要

な位置を占めており、子どもたちには部活動は授業ではありませんが、何らか

の活動をして、人間力を向上させてもらいたいという思いがありますので、地

域展開がさらに充実したものとなるよう期待しております。よろしくお願い

します。 
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千頭会長：他はいかがですか。ないようですので、本日の議事は以上となります。事    

務局へお返しいたします。   

 

事務局（学校教育課統括主任）：ありがとうございました。 

以上をもちまして、第３回東海市教育ひとづくり審議会を終了いたします。

なお、令和７年度の本審議会は、本日が最後の会となります。委員の皆様にお

かれましてはご多用の中、各回の会議に御出席いただき、誠にありがとうござ

いました。 

来年度につきましても、引き続き本審議会への出席、また運営につきまして

御理解と御協力をよろしくお願い申し上げ、本日は閉会とさせていただきま

す。本日は誠にありがとうございました。 


